
（ｺﾝｸﾘｰﾄ製品製造業）
大成建材（株）

Ａ図

（川端）
石川重夫

（源兵衛新宅）
小西正己

（隠居）

（作平）

（文右衛門）
斉藤喜一

（甚五兵衛）
斉藤雅男

（かじや）

川面正義

（テラシマ）
寺島絹子

（新左衛門）

（酒屋）

（煎餅屋）
斉藤優須藤保

（市郎兵衛）
（善兵衛）
鳥海正幸

瀬戸幸雄
（小右衛門）

（七郎右衛門）
瀬戸満

（長左衛門）
斉藤邦一

（さえむ）
斉藤弘

小西
（源兵衛）

（甚五右衛門）
鳥海和彦

（平兵衛
石川常夫

榎本正夫

（平四郎）
斉藤テル

（六次郎）
斉藤隆

（権三）
斉藤裕志

（権三新宅）
斉藤勲

（六右衛門）
斉藤充

富西寺

大友和治

（勘兵衛）
石川欽一

（作助）
瀬戸正嗣

（泉屋）
斉藤汎

（湯屋）
斉藤茂

（六郎兵衛）
斉藤光好

（嘉兵衛）
斉藤利夫

斉藤充雄

石上神社

中富公会堂
（外出隠居）
斉藤諒

（伝右衛門）
斉藤秀夫

（惣兵衛）
斉藤邦雄

（三佐）
斉藤貞夫

平野善照

斉藤克己
（清造）

（兵左衛門）
斉藤誠

（兵右衛門）
斉藤みつ

（太治右衛門）
田村高治

田村国雄

月森敏雄

斉藤正（紺屋）

笠原隆夫

（翠香会「書塾」）

斉藤正臣

（重兵衛）
斉藤寅雄

（半三郎）
斉藤米子

（三重郎）
斉藤文子

佐田野豊

（伝助）
斉藤誠一郎
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畠野帳(写真)と田野帳
中富で一番古い古文書(1591年)
当時田畑あわせて約２８町歩

400年前は釜神(上の①)付近から江川に合流。
300年前は上絵図の形態。宝永元年(1704)現在の形態。
延宝2年(1674)貞元村と中富村の境界と定めれた河原山
1.2ｋｍ（上の②赤い点）その一部に新しい道が通る。
昔の河原、川跡等を小字で示しているのも興味深い。

昔の小糸川 絵図(1674年)

煮ナマス 七味唐辛子
ケンチン汁(夜) スマシ汁（朝）

中 大草平内廟(日の宮様) 冨西寺内
左 大乗妙典塔(禅逹大和尚)
右 小糸川流路改修三百年記念碑

市道君津駅前線工事前の風景
左端駅前 中央河原山 右端君津市役所
用地測量(右端道路中心高さの丁張)

新しくできる橋

大般若波羅蜜多経典
六百巻(1844)

右 六地蔵(1789)
左手前より地蔵菩薩(1805)

一百番二十三夜塔(1812)

冨西寺(曹洞宗 伝1666年開創)

右 良馬塚（1823年）
左 馬頭観世音菩薩

イシミカワ
(7～10月)

レンギョウ (3～4月) アジサイ （6～7月）

(1982～現在)

(1710～1950)

(1950～1982)

クズ
(7～9月)

江川土手の草刈りかんがい用水門

石上神社
(1591年創建)

神輿の渡御祭り囃子

卍のある手洗石(1756年)

力石

芝焼き

キジがいるよ

中富公会堂
(元雅蚕飼育所を改装)カントウタンポポ

(4～5月)
江川のネムノキ 

(6～8月)
神社にミミズクがやってくる

 

居下

溝上
南川原

南川跡

東川原

砂田

洞口

新川端

金堀

古川跡

江川端

 

門樋下

中川原西宮下

西川跡

下川原

伽藍

澤向

至中野

至下湯江

齋藤裕樹 (小6)

お日待ち

後方は三舟山 富士山が中央に見える

後生橋の移り変わりＡ図へつづく

ヤブカンゾウ（群落）
(7～8月)

周西小学校

昔の後生橋
後生橋

小糸川

江
川

中富橋

江川橋

下中橋

工事前の
河原山

斉藤春欣

ツリガネニンジン
(8～10月)

１月１日 石上神社初詣
１月 新年会

お日待ち
古峯神社代参くじ引き

１(２)月 芝焼き
２月11日 転読大般若会
３月 総会

馬頭観世音菩薩供養
３(４)月  用水堰止め・水路掃除
５月 早苗ぶり
６月 古峯神社代参
６(７)月 土手の草刈り
７月 宮薙ぎ
８月 いやさか君津踊り
８月16日 山門大施食会
10月９日 石神神社大祭
10月10日 馬頭観世音菩薩供養
11(12)月 お日待ち
12月９日 献穀祭

満月 百万講

中富の年中行事

〇飴つくり４０軒
古くは1843年の商人規定書に記されている
(古文書）昭和１６年頃まで造っていた。
貞元地域誌に「飴商い小話」が二話掲載
されている。

〇養 蚕
明治の中ごろ始まったと伝えられ昭和１５
年頃まで４０軒近くが飼育していた。

現在の公会堂は雅蚕飼育所を改装した。

〇甘藷(さつまいも)
大正時代から多くの畑で栽培、近くに出荷
昭和30年から40年代半ば頃まで約40軒で生
産組合を組織、東京市場に出荷していた。

くらしを支えた副業

斉藤晃弘
斉藤与一

（権左衛門）斉藤重行

斉藤国夫

 石川昭
（平右衛門）

瀬戸由一
（由元）

斉藤喜美

田村正

斉藤豊

瀬戸富美男

斉藤好男

斉藤洋秋

クサガメイシガメ 江川のカメについて

江川はｸｻｶﾞﾒとｲｼｶﾞﾒ(子供をｾﾞﾆｶﾞﾒともいう)の2種類が多く
生息。ｸｻｶﾞﾒの甲羅は中央と左右の3本の隆起、後側は滑ら
か、首に黄色の模様があるのが特徴的です。ｲｼｶﾞﾒの甲羅
は中央に１本の隆起、後側はギザギザです。
江川では春から夏は水位(灌漑期)が高いので広く分布し、
秋から冬は、土手が削られてできた横穴で越冬しますので
偏って分布します。江川での伝統的な用水の利用方法が
カメの生活とうまく適合しているものと思われます。


